
　改正農業委員会法の施行から５年が経過しました。この間、全国の農業委員・農地利
用最適化推進委員は、農地利用の最適化を通じ、地域農業の持続・発展を支援してきま
した。この「最適化」の取り組みはおおまかに、①農地・人情報の収集、意向把握、②
地域・集落の話し合い、③農地の利用調整（マッチング）、という３ステップで進めますが、
実質化した人・農地プランを実行・実現するために、今後は③の農地の利用調整（マッ
チング）がより重要性を増すことになります。まさしく、農業委員会の出番です。
　農林水産省が５月にとりまとめた「人・農地など関連施策の見直しについて」におい
ても、「農業委員会が現場で収集した農地情報等を踏まえ、関係機関がワンチームとなっ
て、体系的に貸借等を進める」と明記されており、人・農地プランの「目標地図」の実
現に向けた農業委員会の役割に期待が寄せられています。
　農地利用の最適化を支えるのは徹底した現場活動です。農業委員・農地利用最適化推
進委員の皆様には、地域のリーダーとして各種制度や支援策を地域の農業者等に広く周
知し、活用を進めていただくことが重要です。
　特に、昨今の農業従事者の減少や遊休農地の発生といった農業を取り巻く様々な問題
を踏まえると、農地の集積・集約化と地域の農業を支える担い手の確保・育成は喫緊の
課題であり、こうした情報を農業者等に適切に提供していくことが大変重要となってい
ます。
　本書の第 1 章と第 2 章は、幅広い制度や施策をコンパクトにまとめた全国農業図書の
各種リーフレットを集約したものです。
　第 1 章では、「人・農地プラン」の話し合いを通じて農地の出し手と受け手を明らか
にしつつ、農地中間管理機構を活用して面的に集積する取り組みや、令和３年度から新
しくなった利用状況調査・利用意向調査のほか、新規就農・企業参入の推進などの農地
対策を、第 2 章では複式農業簿記や青色申告、農業経営の法人化、家族経営協定、農業
者年金、税制、収入保険制度などの農業経営対策を紹介しています。
　また第 3 章では、農林水産省の施策の中から主なものを選び、「◯◯がしたい」といっ
た 21 のニーズ別にポイントを紹介しています。
　農業委員・農地利用最適化推進委員、地域リーダーをはじめ関係する方々には、日頃
より本書にお目通しいただき、農家から寄せられる相談への対応等にお役立ていただけ
れば幸いです。

　令和３年８月

全国農業委員会ネットワーク機構
一般社団法人 全国農業会議所
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